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１．概要（Summary） 

LiNbO3 薄板上の SH0 モード板波を用いて、DTV 帯

の超広帯域な共振子と、その共振子を 3 個 T 型、π 型に

接続したラッダーフィルタを開発した。得られたフィルタの

挿入損失は 0.8 dB と良好で、かつ、DTV 帯を十分カバ

ー出来る、比帯域 41 から 51％の超広帯域な比帯域が得

られた。この帯域は世界初、かつ最大である。この広帯域

フォルタと帯域阻止フィルタとを組み合わせた帯域と周波

数を可変できるコグニティブ無線用フィルタを新たに提案

した。またこのキャビティ型共振子は 0.5 µm という超薄板

を必要とするが、強度的に利点をもつキャビティ不要で 5

から 6 倍の LiNbO3厚で可能な音響多層膜構造（SMR）

型共振子を提案した。これらのフィルタ、共振子はコグニ

ティブ無線用に有望なデバイスであることを明らかにし

た。 

 

２．実験（Experimental） 

電極形成に EB 露光装置を使用。SMR 型共振子の多

層薄膜用にスパッタ装置を使用。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

上記共振子を 3 個用い、並列と直列共振子の波長比

（WR）をパラメータにした T 型ラッダーフィルタの特性を

Fig. 1 に示す。WR1.32 で日本とアメリカの DTV 帯を、

WR1.47 でヨーロッパ

の DTV 帯を十分カバ

ーしている。このラダ

ー型フィルタと帯域阻

止フィルタとを組みあ

せたチューナブルフィ

ルタの周波数特性を

Fig. 2 に示す。実線

がラダーフィルタ、破線

が提案したチューナブルフィルタの特性である。中心周波

数 500 MHzと 660 MHzが得られており、この方式のチュ

ーナブルフィルタはコグニティブ無線用に有望である。Fig. 

3 は従来型キャビティ型と新たに提案した SMR 型共振子

である。後者はキャビティが不要で、かつ薄板厚みが厚い

ので、強度的におおきな利点がある。 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

   本研究は総務省の戦略的情報通信研究開発推進事

業（SCOPE）により支援されたものである。 
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Fig. 1 Frequency characteristics of 
the T-type ladder filters with WRs of 
1.32, 1.39 and 1.47. 

LiNbO3 plate
(500 nm)

IDT

Si

IDT LiNbO3  

(a) (b)

Fig. 2 Frequency characteristics 
combined ladder filters and bandpass 
rejection filters.

Fig. 3 (a) Cavity type and (b) SMR 
type resonators. 
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６．関連特許（Patent） 

特許出願：3 件 
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